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８
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
８
月
28
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

彩華　山際　彩華　筆鋒が紙背に通
じ、太細のある線と緩急をもたせ
た滞らないリズムが心地よい。抑
揚の変化もあり、気宇壮大な作品。
	 （審査評　二宮　桂秀）

【かな半紙】

書学　田中　寧梅　変体仮名の冴えた深い線と墨
の濃で趣深く臨書した。後半の三行は、穏やか
に白と調和し行構成の妙手が窺える。
	 （審査評　永瀬　和子）

【漢字半紙】

ＭＭ　市川　華泉　「渇驥奔泉」筆勢
が強く、肥痩・疎密をバランス良
く配し生命力や躍動感が横溢。多
彩な線質にも魅了される。
	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】
一
楊
　
阿
部
　
桂
風
　
潤
渇
、
字
の
大
小
、
漢
字
と
か
な
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
と
れ
、
余
白
の
き
い
た
流
れ

の
よ
い
作
。
字
の
デ
フ
ォ
ル
メ
も
上
手
く
「
庭
」
は
一
字
書
に
も
使
え
ま
す
。
︵
審
査
評
　
東
仲
　
遙
邨
︶

【かな条幅】
祥
瑞
　
河
野
　
愛
子
　
グ
レ
ー
の
、
ぼ
か
し
の
紙
に
墨
の
濃
淡
が
相
俟
っ
て
品
良
く
美
し
い
。
筆
を
駆
使
し

た
太
細
の
変
化
が
見
事
で
、
す
っ
き
り
と
涼
や
か
な
作
品
に
仕
上
が
っ
た
。	

	

︵
審
査
評
　
中
島
　
永
岳
︶

【漢字条幅】
和
　
髙
橋
　
和
泉
　
連
綿
表
現
は
無
い
が
、
力
強
さ
の
中
に
快
い
脈
絡
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
濃
墨
を
活

か
し
た
鍛
練
の
秀
作
。

︵
審
査
評
　
永
井
　
香
樹
︶
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今月の優秀作品漢 字 半 紙
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今月の優秀作品 漢 字 半 紙
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今月の優秀作品漢 字 半 紙
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今月の優秀作品 か な 半 紙
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今月の優秀作品か な 半 紙
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今月の優秀作品 か な 半 紙
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今月の優秀作品新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品 新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品 漢 字 条 幅

　
　
書
学
　  

岩
國
　
松
雪

　
　
交
墨
　  

高
橋
　
恭
子

　
　
書
学
　  

指
田
　
敦
子

　
　
龍
門
　  

長
崎
　
心
岳

　
　
書
学
　  

海
老
原
麗
子

　
　
九
書
　  

山
崎
美
須
子

　
　
ふ
じ
　  

石
川
　
桂
舟

　
　
書
学
　  

金
澤
　
朋
恵

　
　
大
磯
　  

岩
本
　
麗
翠

　
　
姫
春
　  
中
村
　
楓
香

　
　
西
湘
　  

瀬
戸
　
裕
江

　
　
大
井
　  

千
葉
　
弘
子

　
　
書
学
　  

大
野
真
理
子

　
　
書
学
　  

高
橋
　
章
子

　
　
書
学
　  

齋
藤
　
和
子

　
　
梧
星
　  

吉
田
　
扇
春

　
　
藍
　  

園
山
　
桜
雪

　
　
あ
お
　  

小
島
　
玲
子

　
　
紅
彣

  

髙
木
　
揚
子

　
　
書
学
　  
眞
田
　
夏
鹿

　
　
梧
星
　  

藍
原
　
香
径
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今月の優秀作品か な 条 幅

　
　
松
飛
　  

鹿
毛
　
艸
雨

　
　
永
岳
　  

古
川
　
久
子

　
　
ぬ
ま
　  

斉
藤
　
和
菁

　
　
書
学
　  

田
村
紫
王
子

　
　
大
書
　  

谷
田
　
陽
香

　
　
大
井
　  

清
水
　
英
子

　
　
永
岳
　  

石
井
　
陽

　
　
新
書
　  

新
井
　
順
子

　
　
水
茎
　  

蔀
　
　
久
美

　
　
小
絹
　  
小
畑
　
知
子

　
　
小
諸
　  

中
島
　
綾
華

　
　
幸
丘
　  

來
栖
　
智
子

　
　
九
州
　  

森
山
　
輝
美

　
　
書
学
　  

宮
下
　
香
奈

　
　
青
梅
　  

石
嶋
　
紀
子

　
　
は
と
　  

森
山
は
る
香

　
　
マ
ツ
　  

佐
藤
早
弥
香

　
　
永
岳
　  

二
木
　
　
操

　
　
香
竹
　  

三
宅
　
有
里

　
　
書
学
　  
中
堀
　
美
里

　
　
書
学
　  

吉
村
　
丘
美
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今月の優秀作品 新 和 様 条 幅

　
　
采
女
　  

熊
野
　
素
心

　
　
新
書
　  

大
島
　
　
薫

　
　
和
　  

髙
橋
　
和
泉

　
　
庄
和
　  

菅
原
喜
美
子

　
　
栄
　  

山
田
　
青
楓

　
　
蘭
燈
　  

草
間
　
倫
子

　
　
新
書
　  

佐
藤
佳
奈
子

　
　
書
学
　  

三
谷
　
武
久

　
　
唐
扇
　  

井
上
み
ゆ
き

　
　
水
茎
　  
辰
巳
　
望
雲

　
　
Ｃ
Ｙ
　  

岡
田
　
圭
峯

　
　
西
湘
　  

瀬
戸
　
裕
江

　
　
水
茎
　  

眞
野
　
五
郎

　
　
幸
丘
　  

來
栖
　
智
子

　
　
香
桜
　  

澤
水
　
清
香

　
　
二
戸
　  

戸
田
　
克
子

　
　
書
学
　  

佐
野
　
和
代

　
　
万
葉
　  

西
原
　
恵
子

　
　
唐
扇
　  

井
上
　
　
潔

　
　
ゆ
め
　  
馬
場
さ
お
り

　
　
春
水
　  

伊
達
　
宏
子
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今月の優秀作品実 用 書
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今月の優秀作品 細 字

佐野　  千葉　悦子

秀仙　  鏑木　恵美

書学　  北江　恵子

埼玉　  池田　和子

千翠　  小宮富久子

九書　  石橋　栄子

ＲＵ　  K・ビクトリア

書学　  伊澤　佳那

書学　  遠藤　志帆
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今月の優秀作品篆 刻 ・ 一 字 書審査評

随
意	

（
や
）

審
査
評
￨
石
橋
　
鯉
城

詩
情
や
筆
遣
ひ
の
極
意
を
知
る
平
が
な
表
現

規
定	

（
洲
）

審
査
評
￨
石
橋
　
鯉
城

書
美
の
真
髄
を
求
め
る
漢
字
の
一
字
書

審
査
評
￨
秋
山
　
凌
雲

規
定	

「
松
聲
入
夜
琴
」

随
意
「
泰
然
自
若
」

こ
て
　
伊
藤
　
紫
香
　
表
現
豊
か
な
絕
品
。
筆

を
二
本
重
ね
て
書
し
、
用
筆
運
筆
の
妙
を
極

め
我
等
の
目
指
す
一
字
書
を
比
處
に
實
現
、

平
假
名
を
骨
法
得
た
作
。
場
中
第
一
。
裏
面

を
見
れ
ば
、
筆
壓
、
書
線
の
交
叉
が
明
ら
か

で
猶
ほ
美
し
。

書
学
　
椎
木
　
雅
子
　
墨
象
の
氣
味
あ
る
も
、

白
に
留
意
し
て
景
色
渺
茫
。
書
線
の
切
れ

味
も
示
し
て
平
假
名
「
や
」
を
書
し
た
る
を

示
す
。

一
色
　
飯
塚
　
幸
子
　
装
飾
を
控
え
、
真
正
面

か
ら
「
や
」
の
原
形
を
捉
え
て
骨
力
に
富
む
。

起
筆
、
送
筆
、
収
筆
の
自
然
な
處
に
人
柄
が

見
え
る
。
不
動
心
を
見
る
。

平
心
　
長
田
　
哲
香
　
可
成
艶
や
か
に「
や
」を

表
現
し
て
い
る
が
、最
終
劃
の
収
筆
ヒ
ゲ
を
除

き
、表
現
の

止
も
あ
っ
て
よ
か
っ
た
の
で
は
…
。

さ
す
れ
ば
却
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
筆
運
び
も

生
き
た
だ
ろ
う
。鬼お

に

蜻や
ん
ま蜓

の
風
格
を
見
る
。

九
書
　
石
橋
　
栄
子
　
正
攻
法
で
草
書
の
洲
を

表
現
し
た
作
な
れ
ど
、
９
級
と
あ
り
底
知
れ

ぬ
實
力
が
窺
わ
れ
る
。
筆
を
操
っ
て
闊
達
。

運
筆
力
で
他
を
壓
す
、
押
印
も
左
で

白
を

右
に
残
し
て
静
動
併
せ
見
事
。

書
学
　
山
㟢
　
幸
恵
　
上
半
分
に
洲
を
描
く
が
、

三
水
の
第
一
劃
目
を
野
太
く
書
い
て
明
暗
の

表
現
力
に
優
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
展
開
が
楽

し
み
で
あ
る
。
大
作
に
し
た
ら
格
が
髙
い
も

の
に
な
ろ
う
。

Ｍ
Ｍ
　
千
葉
　
伶
華
　
洲
を
量
感
溢
れ
る
草
書

で
書
き
見
事
。
三
水
の
潤
筆
か
ら
州
に
亘
る

渇
筆
の
動
き
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
渇
筆
表
現

で
山
々
、
岩
壁
を
見
る
が
如
し
。
押
印
の
位

置
も
色
も
考
え
た
い
。

桑
原
　
佐
伯
　
政
子
　
書
の
美
は

劃
の
表
現

に
在
り
と
言
う
が
、
小
氣
味
よ
く
筆
を
運

び
、
そ
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
で
行
意
を
最

大
限
に
打
ち
出
す
。
最
終
劃
の
前
の

を
線

に
置
換
し
て
の
暢
達
に
繋
げ
る
技
も
見
事
。

大
峡
谷
の
底
邉
に
流
れ
を
見
る
如
し
。

大
森 

谷
　
　
拓
弥

味
わ
い
深
い
線
で
、
全
体
的
に

瀟
洒
な
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を

漂
わ
せ
る
作
。

水
茎 

武
藤
　
美
栄
子

古
文
を
用
い
五
字
を
二
、二
、一
に

布
字
し
て
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
。線

画
力
強
く
シ
ャ
ー
プ
で
あ
る
。外

郭
も
四
辺
そ
れ
ぞ
れ
に
表
情
が

あ
る
。

水
茎 

青
戸
　
佑
き
こ

外
郭
を
太
く
巡
ら
し
重
厚
感
の

あ
る
作
。
文
字
も
端
整
で
伸
び

や
か
で
あ
る
。
刻
線
に
欠
か
し

が
入
る
と
更
に
良
い
。

水
茎 

山
下
　
啓
子

奇
を
衒
わ
ず
、沈
着
冷
静
、自
然

に
刻
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
。

印
文
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。


